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“ニュートリノ振動の発見”による梶田博士のノーベル物理学賞受賞(2015 年)に見られ

るように，日本はニュートリノ物理学において世界をリードしている。ニュートリノ振動

の精密測定は，今日の宇宙において反物質よりも物質の方が大量に存在する謎を解明する

手掛かりになると期待されている。素粒子物理学教室は大角度自動飛跡読取装置を独自に

開発し，ニュートリノ振動実験 OPERA に大きく貢献してきた。そこで，我々は OPERA

実験で培った原子核乾板(写真フィルムの一種)の技術を用いてニュートリノ反応を詳細に

研究する。今回，大強度陽子加速器施設(J-PARC)の T2K 実験ビームライン上に鉄標的原

子核乾板検出器(ECC)を設置して，ミューニュートリノビームを照射した。本研究では T2K

前置検出器で荷電カレント反応に特徴的なミュー粒子を識別し、ECC で反応点付近を詳細

に解析した。本発表ではニュートリノ-鉄荷電カレント反応の解析結果について報告する。 


